






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・リズム創作やLet It GoやHey Pachucoのときは，自
分も参加している感じがした。
・これまでにない参加型だったので，びっくりしたけれ
ど，逆におもしろかった。
（考察）
　これらの感想から，ただ聴くだけでなく，一緒に歌を
歌ったり，手拍子をしたり，掛け声をかけたりして演奏
に参加するということが新鮮であったようで，より音楽
を楽しむことができることを実感したことがわかる。こ
れは，（ⅲ）の内容がほぼ達成されたと考えられる。
（ⅳ）　生徒が創作した曲を大学院生が演奏することに
よって，生徒が親近感や満足感を持ち，創作への興
味や意欲を高めることができる。
（回答）＊演奏後のインタビューも含む。
・自分の作ったものより，リズムとテンポがよくて，す
ごかった。
・歌詞が１年生らしくてかわいかった。
・私の作った曲を様子を想像して動作で表現してくださ
り，イメージ通りだったのでうれしかった。
・私たちの作った曲が５人で並べると物語のようになっ
ていた。
（考察）
これらの感想から，友達が作った曲のおもしろい表現に
気づき，自分の参考にしようとさらなる創作への意欲に
つなげることができたようだ。また，作曲者も，自分の
曲に演出が加えられ，発表されたことに満足しているよ
うであり，（ⅳ）の内容がほぼ達成されたと考えられる。
（ⅴ）　共演や振り付けなどの様々な演出，対話を取り入
れることによって，生徒が演奏者や司会者との双方
向的なコミュニケーションを持ち，一体感を感じる
ことができる。
（回答）
・今日は，私たち生徒自身が音楽を楽しめる工夫があり，
とても楽しかった。
・音楽は，演奏を見るだけでも新たな魅力に気づけたり
とすごいのに，見ている側と一緒になって手拍子など
でも楽しめるのでパワーを感じた。
・演奏する側と聴く側が一体となって，いろんな音楽を
－１１１－
音楽の魅力を感受し，主体的に取り組める鑑賞授業　－－アウトリーチ活動による鑑賞体験を通して－－
楽しめたのでよかった。
・「音楽はみんなが１つになれる」今日のコンサートでこ
のことを強く思った。
・今回のコンサートは，すごく音楽に惹かれた。コンサー
トが終わった時は，最初座っていたところから３０cm
も前にいた。
（考察）
　これらの感想から，一緒に歌ったり，掛け声や手拍子
をしたりして共演することによって，演奏者との関わり
合いを感じ，距離を縮めることができたことがわかる。
つまり，演奏者と聴く側の双方向的な音楽によるコミュ
ニケーションができていたということである。
　また，その他にも「仲間との絆が深まった」「クラスが
一体となった」という感想が多く見られたことから，音
楽のもつすばらしさを生徒自身が感じ取っていると受け
とめることができる。これは，（ⅴ）の内容がほぼ達成さ
れたと考えられる。
（その他の感想）
（回答）
ａ．生徒の好みや経験に関すること
・知っている曲があったので，リズムにのりながら，よ
り楽しんで聴くことができた。
・リコーダーや鍵盤ハーモニカなど，身近なものも使わ
れていてよかった。
b．演奏者の技術に関すること
・あんなにかっこいい鍵盤ハーモニカは初めて見た。
・マリンバを演奏されていた人が４本操っていてびっく
りした。
・私もあんな風にリコーダーが吹けるようになりたい。
・合唱で歌うと，とても声がきれいに重なって気持ちが
よかった。　  
ｃ．演奏者の課題に関すること
・もうちょっと吹奏楽にある楽器を使ってほしかった。
・立って一緒に歌うときは，後ろの方なので前が全く見
えなかった。
・もう少し個々の楽器の音色を楽しみたかった。
ｄ．生徒の気づき，発見に関すること
・吹奏楽部に入っていて，体を動かして演奏することな
どの大切さがわかった。
・とても明るく楽しくて，私も何か楽器をしてみようか
なと思った。
・アンサンブルでは，息の合わせ方など参考になった。
ｅ．それ以外に関すること
・楽しく元気になれた。
・聴きやすくて時間がたつのが早かった。
・演奏者の皆さんが，とても楽しそうに笑顔でやってい
たのがすごく印象的だった。 
（考察）
　これらの感想から，生徒の知っている曲や演奏したこ
とのある楽器を演奏することで，自分の経験をもとに主
体的に鑑賞することができ，今後の演奏に活かそうとす
る意欲につながっていくことがわかった。また，少人数
である上に，メンバーの演奏できる楽器が限られていた
ため，物足りなく感じる生徒もいたと思うが，その分メ
ンバーで気持ちを合わせたり，笑顔で楽しく生徒と関
わったりすることで，新たな音楽のよさを発見してくれ
たことはうれしく思う。これらは，私たちの研究の目的
である，演奏する側での視点と聴く側での視点を同時に
持ち，双方向的な相互作用の中で音楽への関心や理解を
深めるという考えを共有することができたことをあらわ
していると考えられる。
Ⅷ　成果と課題 
１．成果
　本研究を通じて，以下のような５つの成果を得ること
ができた。
・歌唱，器楽，鑑賞，創作の４領域のバランスを考えて
選曲し，生徒が興味をもつことができるような編成で
演奏することによって，多様な音楽のよさや美しさを
味わうことができた。
・プログラム２番において教科書教材を違う編成で演奏
したり，プログラム３番において中国語による生演奏
を味わったりすることによって，生徒が音楽に興味を
もち，比較しながら聴くことができた。
・生徒が受動的に音楽を聴取するのではなく，一緒に
歌ったり，手拍子やかけ声をしたりすることによって，
体全体で主体的に音楽を楽しむことができた。
・生徒が創作した曲を大学院生が演奏し，発表すること
によって，各々の学年において，親近感や満足感をも
ち，創作への興味や意欲を高めることができた。
・生徒と大学院生が，一緒に歌ったり，手拍子やかけ声
をしたりする共演や，生徒の創作作品の発表，感想を
聞き合う対話を取り入れることによって，生徒と演奏
者との双方向的なコミュニケーションができ，一体感
を感じることができた。
　以上のことから，研究仮説である，アウトリーチにお
ける演奏家と聴衆相互の音楽によるコミュニケーション
を意識した鑑賞学習を通して，多様な音楽のよさを味わ
い，幅広く主体的に鑑賞する能力を高めることができる
ことが立証された。
 
－１１２－
松岡　貴史，今井　　妙，河野　真紀，西岡　　茜，藤田　有紀，松本　一菜，水島　悠貴，山口　祥枝，山下かおり，Liu Yu
２．課題
　今後の課題として，以下の３つがあげられる。
・音楽科教育において，人間形成に寄与するという目標
を達成するために，アウトリーチをどのように位置づ
け，活用していくかという点について，附属中学校の
音楽教師と大学院生との共通理解を明確にしておく。
・アウトリーチを活用した授業が発展していくためには，
教師が演奏家と協働して授業を創り上げていく能力，
すなわち，コーディネイトする力が必要になってくる。
そのためには，附属中学校の音楽教師と具体的な授業
構想を練る必要性があったのではないか。
・生徒からの意見に，演奏家が即興的に対応するという
アウトリーチならではの相互交流のあり方も含め，授
業を構築していく力が求められる。
　以上のような課題について，引き続き研究を進めてい
きたい。
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